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期間：平成24年4月～平成25年3月

岐阜県インターンシップ推進協議会



岐阜県インターンシップ推進協議会は
岐阜県のインターンシップを通して
学生の「就職力」育成に取り組んでいます。

●インターンシップとは

●「インターンシップ推進強化事業」とは
　岐阜県のインターンシップをより充実・強化するものです。※

　また、学生がインターンシップ実習に参加する前段階から就職活動までをサポートすることで、学生の
「就職力」育成を支援します。

「インターンシップ推進強化事業」の趣旨・催しを広く周知
するためのポスター、リーフレット等を作成しました。

平成24年4月 平成24年4月 平成24年5月9日（新聞広告） 平成24年8月

ポスター＆
リーフレットギャラリー　

　大学等におけるインターンシップに関しては、平成9年5月に閣議決定された「経済構造の変革と創造の
ための行動計画」において言及された「学生が在学中に自らの専攻、将来のキャリアに関連した就業体験を
行うこと」が基本定義とされています。

※平成23年度、24年度　岐阜県の委託事業

インターンシップ推進強化事業 受入事業所の動き学生の動き
＊四年制大学の3年生の場合

受入情報の収集・公開
新規受入事業所の開拓

マッチング支援
（事前講習会・マッチング会の開催）
インターンシップ保険等の整備

学生の動向調査、
受入事業所へのフィードバック
（情報交換会等を通じて）

就職活動へとつなげるための
フォローアップ

（企業見学会・情報交換会の開催）

4月　キャリア関連の授業がスタート

5月～　実習先の希望を考える
　　　　学内・外で応募する

6～7月　実習先の決定

8～9月　実習に参加する

10～11月　学内での発表会等、
　　　　　　実習のフォローアップ
12月　就職活動のスタート

1～4月　受入計画の決定
　　　　 受入事業所登録等

5月～　実習学生の募集

8～9月　学生の受入

10月～　来年度の受入計画の検討

＆＆＆
平成24年度



●インターンシップのメリット

●岐阜県におけるインターンシップの状況

　学生にとっては、学校を卒業する前に「社会」を体験できるため、その後の就職活動や人生設計の大きな
参考となります。また自分のやりたいことをはっきりさせるのに役立ち、結果的に就職時の“ミスマッチ”
を防ぐ効果も期待されています。

　表からも分かるように、県内での受入事業所数・参加学
生数は次第に増加してきました。送り出し学校数も増加し、
他県の学校からのUターン学生も多数参加しています。
　このように裾野が広がり定着しつつある一方で、平成24
年度は減少の傾向も出てきました。大学や企業それぞれで
学生の絞り込みが行われていること、学生がインターン
シップの授業を受講してから希望実習先を決めるまでの時
間が短く、企業とふれあう機会が少ないこと等が理由とし
て考えられます。

岐阜県のインターンシップの推移

　岐阜県インターンシップ推進協議会では、以前より「受入事業所
一覧」として、受入時の条件・期間等を各事業所から情報収集し、
全国の学校へと発信しています。
　平成23年度の推進強化事業では、さらに一歩踏み込んだ情報を
学生に提供するため、各事業所からアンケート形式で情報を収集

し、“ぎふ企業めぐり”としてインターネット上で
公開しました。
　企業の概要をはじめ、最新のトピックスや過去
のインターンシップの様子など、写真も含めて分
かりやすくご紹介できるページとなっています。
平成24年度版は4月から公開しています。

学生さん必見!!
もっと知りたい! “ぎふ企業めぐり”

岐阜県内の事業所の魅力を紹介するページとして、
“ぎふ企業めぐり”を公開しています。

当協議会ホームページのURL
http://www.gifuken-internship.org/

“ぎふ企業めぐり”
事業所側からも随時更新可能。

製本版
近隣学校に配付するとともに、
イベント時に学生に公開。

・実際の職場を体験できる
・「働くこと」や職種・業界について理解を
　深めることができる
・就職活動に対する不安の解消
・勉学に対する目的意識の向上
・他大学の学生との交流　等
　※自分なりの目的・目標の設定、きちんとした
　　フィードバックが必要

・地域社会への貢献
・就職活動を控えた学生へのPR
・学生の動向把握
・各学校との連携強化
・指導にあたる社員（特に若手）の
　スキルアップ・社内の活性化　等
　※社内での協力体制の確立や学生への
　　指導時間の確保等が必要

学生にとっての意義 受入事業所におけるメリット

※学校・受入事業所からの報告による

平成18年度 平成23年度 平成24年度
（25年1月末）

受入事業所登録数 390社 488社 387社

学生を実際に
受け入れた企業数 156社 307社 224社

実施学生数 420名 947名 808名
前年同時期比：52名減

送り出し学校数 53校 102校 92校



Gifu Internship Conference

平成24年度
「インターンシップ推進強化事業」スケジュール

平成24年  4月
平成23年の事業を引き継ぎ、平成24年度の事業を開始
平成24年度版ホームページへのリニューアル
3大学と連携した学内ガイダンスを実施

　　　　   4月14日 インターンシップ事前講習会①

　　　　   5月 3大学と連携した学内事前マナー講座を実施

　　　　   5月26日 (午前)　インターンシップ事前講習会②
(午後)　企業合同インターンシップ・マッチング会

　　　　   6月 3大学と連携した学内ミニ・マッチング会を実施

　　　　   6月15日 中京学院大学にてインターンシップ・ガイダンスを実施

　　　　   7月 （受入事業所のマッチング状況確認調査）

　　　　   7～9月 夏休みインターンシップに関する学生アンケート（実習後）
岐阜県インターンシップ学校調査

　　　　   9月 インターンシップと人材採用に関するアンケート（企業）
インターンシップ・マッチング会アンケート（参加企業）

　　　　   9～12月 平成23年度学生会員等を対象とした
「インターンシップと就職活動に関する調査」(内定学生等）

　　　　   9月19日 企業見学バスツアー①

　　　　 11月28日 第7回成果報告会並びに第2回情報交換会

　　　　 12月 5日 企業見学バスツアー②

　　　　 12月12日 岐阜工業高等専門学校にて就職力育成講座を実施

　　　　 12月13日 就職力向上を目指す学生のための情報交換会①

　　　　 12月14日 　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　②

※インターンシップ推進強化事業は、大学院・大学・短大・高専・専修／専門学校の学生を対象としています。

岐阜県のインターンシップ推進にご協力をいただいている皆様

　岐阜県のインターンシップは、
様々な企業・団体、学校のご協力
により成り立っており、推進強化
事業をはじめ多くの事業推進にご
協力いただいております。

「学生会員」の募集
　インターンシップを計画する
学生を対象として募集。登録学
生には開催するイベントについ
てメール等で情報提供をし、参
加を呼びかけました。
　実習後には「夏休みインター
ンシップに関する学生アンケー
ト」を、就職活動後に「インター
ンシップと就職活動に関する調
査」を依頼する等、協力をお願
いしました。

役　　員

理事 会　長 大松　利幸 岐阜プラスチック工業㈱　代表取締役社長
理事 副会長 岩田　義文 イビデン㈱　代表取締役会長
理事 副会長 小川　信也 太平洋工業㈱　代表取締役社長
理事 副会長 小野木孝二 ㈱トーカイ　代表取締役社長
理事 副会長 山田　博文 岐阜車体工業㈱　代表取締役社長
理事 市原　好二 東濃信用金庫　理事長
理事 髙橋　征利 岐阜信用金庫　理事長
理事 田口　義隆 西濃運輸㈱　代表取締役
理事 田中　良幸 サンメッセ㈱　代表取締役会長

監事 衣斐　輝臣 サンメッセ㈱　執行役員総務部長
監事 舘　　弘二 ㈱文溪堂　総務部　課長
監事 安藤　正弘 (一社)岐阜県経営者協会　総務グループ部長

参与 牛込　　進 ㈱ＴＹＫ　代表取締役会長
参与 水谷　晃三 ㈱文溪堂　代表取締役会長

理事 土屋　　嶢 ㈱大垣共立銀行　取締役頭取
理事 西脇　史雄 大垣信用金庫　理事長
理事 細尾　　晃 高山信用金庫　理事長
理事 堀江　博海 ㈱十六銀行　取締役頭取
理事 四橋　英児 ヨツハシ㈱　代表取締役社長
理事 森　　秀樹 岐阜大学　学長
理事 北田　敏廣 岐阜工業高等専門学校　校長
理事 鹿野　孝紀 岐阜県高等学校長協会　会長



愛知大学　　愛知学院大学　　愛知工業大学　　愛知淑徳大学　　朝日大学　　岐阜大学　　岐阜経済大学
岐阜県立国際たくみアカデミー・職業能力開発短期大学校　　岐阜工業高等専門学校　　岐阜聖徳学園大学・岐阜聖徳学園大学短期大学部
岐阜女子大学　　岐阜市立女子短期大学　　岐阜薬科大学　　京都産業大学　　金城学院大学　　滋賀県立大学
情報科学芸術大学院大学　　椙山女学園大学　　大同大学　　中京大学　　中京学院大学　　中部大学
中部学院大学・中部学院大学短期大学部　　東海学院大学・東海学院大学短期大学部　　東海学園大学　　長浜バイオ大学
南山大学　　日本福祉大学　　名城大学　　立命館大学　　龍谷大学

【経済団体等】　　岐阜県商工会議所連合会　　（一社）岐阜県経営者協会　　㈳岐阜県経済同友会　　（一社）岐阜県工業会
岐阜県中小企業団体中央会　　岐阜県商工会連合会　　岐阜県人材チャレンジセンター
【行政機関】　　岐阜労働局　　岐阜県　　岐阜市　　羽島市　　各務原市　　本巣市　　山県市　　瑞穂市　　大垣市
海津市　　関市　　美濃市　　美濃加茂市　　可児市　　郡上市　　多治見市　　中津川市　　瑞浪市　　恵那市
土岐市　　高山市　　飛騨市　　下呂市　　岐阜県工業技術研究所　　岐阜県産業技術センター
岐阜県情報技術研究所　　岐阜県森林研究所　　岐阜県生活技術研究所　　岐阜県農業技術センター

●夏休みインターンシップに関する学生アンケート
対象：岐阜県内でインターンシップを実施した学生
発送数：42事業所／336名（回答209名）
※夏休みに向けたマッチング状況確認調査に回答があった事業所に
　対し、人数分を郵送・学生への配付を依頼。

　実習に参加した目的は、「『働く』ことを体験するため」、「就
職活動全般に役立つと思ったため」、「就職を希望する業種・職
種を知るため」と答えた学生が多数いました。
　また、事前に不安だった内容は「社会人らしい行動ができる
か」、「与えられた仕事がこなせるか」が上位となり、8～9割は
実習により解消できたと答えています。「積極的に取り組むこ
とでたくさんのことを学べる」、「学校では学べない貴重な体験
ができる」といったコメントも多く見られました。

●企業調査
対象：受入事業所301社（回答181社）

　インターンシップに対する企業の意識調査を実施。
　受け入れる際の学生の選考については、学校側の推薦により
受入を行っている企業が最も多く、学校と企業のつながりが重
要だと言えます。受入の効果としては「仕事内容等への学生の
理解が深まった」、「学生に対して企業・団体をPRできた」といっ
た意見が上位に。昨年より継続して公開している“ぎふ企業め
ぐり”については、「必要」ではあるものの、認知度があまり上
がっていないことが分かりました。

●学校調査
対象：会員学校・近隣学校等328校（回答232校）
※複数キャンパスからの回答も含む

　全国の学校を対象として実施。岐阜県の企業にアプローチす
るために、相当数の学校が当協議会のインターンシップ情報（特
にポスター、受入事業所一覧）を活用していることが分かりま
した。一方で、インターネットで公開されている情報・データ
については、認知度は5割以上であるものの、まだ活用しても
らう余地があるという結果となりました。

●インターンシップと就職活動に関する調査
対象：主に平成23年度にインターンシップを経験した学

生で、平成24年度に就職活動を行った学生
発送数：学生会員142通、学校経由66校833通、企業経

由23事業所504通、その他8通（回答507名）

　インターンシップから就職までのトレース調査として、学生
会員への依頼のほか、学校・企業の協力を得て進めました。
　インターンシップを実施した学生は、未実施の学生に比べて
エントリー数が少なく、企業を絞っていることが分かりまし
た。内定については「インターンシップを行った学生が、行っ
ていない学生に比べて必ずしも内定時期が早いわけではない」
という結果とはなりましたが、インターンシップが業界研究に
役立ったり、学生と企業とのミスマッチを防いだりした等、就
職活動に向けた準備の一つとして、学生にとって役立っている
ことが分かりました。

会員学校

協 力 員

調査結果（抜粋）

●企業見学バスツアー①
日　時：9月19日（水）　8:30～17:40
参加者：学生8校17名、学校関係者6校7名
訪問企業：東濃信用金庫、㈱TYK、美濃工業㈱

　まずは東濃地区の産業・経
済を知るとともに、地域を支
える金融機関の仕事について
学びました。
　その後セラミックスやダイ
カストといった、実際の職場
や工場も見学。若手社員から
の説明もあり、就職活動のス
タートに向けて、さらに視野
を広げることができました。

㈱TYK

美濃工業㈱



イビデン㈱　　㈱大垣共立銀行　　大垣信用金庫　　岐阜車体工業㈱　　岐阜信用金庫
岐阜プラスチック工業㈱　　サンメッセ㈱　　㈱十六銀行　　西濃運輸㈱　　太平洋工業㈱　　高山信用金庫
㈱ＴＹＫ　　東濃信用金庫　　㈱トーカイ　　㈱文溪堂　　ヨツハシ㈱
明智セラミックス㈱　　㈱朝日土質設計コンサルタント　　㈱アド・プロ　　アピ㈱　　アルプス薬品工業㈱　　アルフレッサ日建産業㈱
㈱アルミック　　㈱アンクル　　㈱伊藤精密製作所　　㈱井上工務店　　イハラサイエンス㈱岐阜事業所　　㈱イマオコーポレーション
㈱岩電商会　　㈱インフォファーム　　上田石灰製造㈱　　㈱エイエムディ自動機　　㈱エヌテック　　榎本ビーエー㈱　　㈱大石
大垣精工㈱　　大垣フォーラムホテル　　大垣扶桑紡績㈱　　㈱大鹿印刷所　　凰建設㈱　　㈱岡本・ナベヤ　　㈱オンダマテック
カイインダストリーズ㈱　　㈱カトーメテック　　カネコ㈱　　（医）カワムラヤスオメディカルソサエティ　　岐建㈱　　岐セン㈱
㈱岐阜冠婚葬祭互助会　　岐阜産研工業㈱　　岐阜精機工業㈱　　㈱岐阜造園　　岐阜トヨペット㈱　　㈱クニシマ
クラレプラスチックス㈱伊吹工場　　栗本建材㈱　　㈱グルーヴシステムズ　　㈱郷鉄工所　　㈱コスモマツオカ　　コダマ樹脂工業㈱
㈱ごとう　　齊交㈱　　㈱佐合木材　　サンケミカル㈱　　㈱三心　　ジーエフシー㈱　　㈱シバタ　　城山産業㈱　　神鋼造機㈱
新日本ガス㈱　　㈱スギヤマメカレトロ　　特定非営利活動法人 西濃学園　　西濃建設㈱　　（医）静風会 大垣病院
関ケ原石材㈱（セキストーングループ）　　大福製紙㈱　　太平洋精工㈱　　㈱大雄　　㈱太洋社　　㈱ダイワテクノ　　高砂工業㈱
㈱高山グリーンホテル　　㈱田幸　　タック㈱　　中部事務機㈱　　㈱中部商事　　ツキオカフィルム製薬㈱　　㈱テクアス
㈱電算システム　　天龍コンポジット㈱　　㈱東海化成工業所　　㈱東海スプリング製作所 鵜沼工場　　東海西濃運輸㈱

イベント
●事前講習会
日　時：①4月14日（土）　②5月26日（土）　10:00～12:00
会　場：①岐阜市文化センター　3F展示室
　　　　②じゅうろくプラザ　5F和室
参加者：①学生5校9名　②学生18校51名
　インターンシップに関する自分の希望や社会に対するイメージ
を具体化するため、自分や社会を知るためのセミナーや適性検査
を実施しました。
　4月14日は午後から「岐阜県就職ガ
イダンス2013」が、5月26日にはマッ
チング会があり、企業の求める人材
や、企業ブースを訪問する際の実践
的なマナー等についても学びました。
特に自己PRは初めて取り組む学生も
多く、具体例を聞きながらワークを
行っていました。 セミナーの様子

●企業見学バスツアー②
日　時：12月5日（水）　9:00～16:45
参加者：学生14校26名、その他関係者2名
訪問企業：岐阜信用金庫、㈱文溪堂、大垣信用金庫

　就職活動スタート後の開催
だったため、実際の仕事内容に
ついての説明や、若手職員の質
疑応答の際には多くの質問が出
ました。大垣信用金庫ではグ

ループディスカッ
ションも実施され、
学生と社会人の違い
や、就職後の生活等
についても聞くこと
ができました。

●第2回　情報交換会
　（第7回　成果報告会と併催）
日　時：11月28日（水）　　13:00～15:30
会　場：東海学院大学　本館4階405教室ほか
参加者：学生10校42名、企業・団体担当者25団体29名、
　　　　学校関係者10校20名
　企業・団体、学校関係者、そして学生が3グループに分かれて、
インターンシップ体験を12月から始まる就職活動へとつなげて

いくためのディスカッションを行いました。
　各グループでは東海学院大学の学生が司
会・書記を務め、「企業が学生に期待するも
のは何か」を全体テーマとして議論を進めま
した。企業担当者が厳しくも温かくアドバ
イスする場面が多く、学生にとっては就職
活動への大きな励みとなる内容でした。

●学内講座等との連携
連携学校：朝日大学、岐阜聖徳学園大学、東海学院大学ほか
主な内容：インターンシップ・ガイダンス、事前マナー講

座、ミニ・マッチング会等
　各学校で4月から始まるインターンシップやキャ
リア関連講座との連携を行いました。岐阜県でイン
ターンシップに参加する際には、当協議会のイベン
ト等も利用できること等をPR。また、ミニ・マッチ
ング会では実際に企
業の担当者から話を
聞き、「社会人とは」、
「働くとは」といった
ことについて考えを
深めるための良い機
会となりました。

ガイダンスの様子

役員・会員企業

㈱文溪堂

大垣信用金庫

事前準備の様子



㈱東海パウデックス　　トーギ㈱本社　　㈱東伸　　㈱トゥ･ステップ　　土岐津産業㈱　　トヨタカローラ岐阜㈱
㈱トヨタレンタリース岐阜　　㈱トライフィット　　㈱ナイスワーク　　内藤建設㈱　　㈱ナガセインテグレックス
鍋屋バイテック会社　　㈱日興テキスタイル　　日本耐酸壜工業㈱　　　㈱のうひ葬祭　　㈱パールマネキン　　㈱ハウテック
㈱パナホーム愛岐　　ピーアイシステム㈱　　㈳飛騨市観光協会　　飛騨信用組合　　㈱ひだホテルプラザ　　ヒロタ㈱
㈱フードセンター富田屋　　フジヤ広告㈱　　㈱プラド　　㈱ブルーメイト　　㈲ホイットニィ・ジャパン
ポーラ ザ ビューティー岐阜柳津店  パルフェル”　　前畑㈱　　松下電建㈱　　松波印刷㈱　　丸伸興業㈱　　マルスン㈱　　丸平建設㈱
三星砿業㈱　　MINI岐阜　　美濃工業㈱　　㈱美濃庄　　ムトー精工㈱　　名北工業㈱　　㈱メトーカケフ　　森松工業㈱
㈱ヤクセル　　矢橋工業㈱　　八尋産業㈱　　㈱ヤマザキマザック 美濃加茂製作所　　㈱山登ゴム　　㈱U-セラミック
ユニオンテック㈱　　㈱ユニドコーポレーション　　㈱ラボテック　　（医）録三会 太田病院　　ロワジールホテル大垣

（順不同／平成25年1月現在）

●インターンシップ・マッチング会
日　時：5月26日（土）　　13:00～15:30
会　場：じゅうろくプラザ　5F大会議室
参加者：企業18ブース（19社22名）、学生30校142名、
　　　　学校関係者4校6名

●就職力向上を目指す学生のための
　情報交換会
日　時：12月13日（木）、12月14日（金）　12:30～14:30
会　場：岐阜市文化センター　3F展示室
参加者：学生4校19名、学校関係者1校1名
　就職活動を開始した学生を主な対象として、「自分ら
しく働く」ためのセミナーを実施しました。自分の長
所や短所を見つめ直す中で、活動を進める際の自分な
りの軸を模索しました。
また、これからインター
ンシップを計画してい
る2年生も参加し、先
輩学生の姿を見ながら、
実習に向けての意識を
高めていました。

・この機会に、就職に関する疑問や不安を解消しようという
意欲が見られ、積極的に発言していた点が良かったです。
・学卒者、若年者の就職支援にあたり、学生の質問に対す
る企業の回答は大変参考になりました。
・学生は一部で意識の二極化も見られました。「何か良い
話が聞ければ」ではなく、「聞き出してやろう」というく
らいの気持ちで臨んで欲しかったです。

企業の声

意見・感想

セミナーの様子

学生は各自、企業ブースを訪問 適性検査コーナーも設置

ディスカッションの様子

・いろいろな企業の方から話を聞くことがで
きたので、実習先を決める上で参考にした
いと思います。
・インターネットや文面では伝わらない企業
の思いを知ることができ、また自分の疑問
も直接企業の方に伺うことができました。
・どの企業の方も熱意があり、努力、日進月
歩等、前向きな発言を多く聞くことができ
ました。また自分に何が必要か、企業の人、
友人より知ることができ刺激になりました。

・事前に企業研究をして、質問をしてきた
学生が若干名おり、企業の一言メッセー
ジ等の中のキーワードから興味をもって
訪問をしてきた学生も多かったです。

・学生の意欲が感じられ良い機会でした。
・大学3年生の就活の姿勢を把握でき、大
変参考になりました。

・熱心に話を聞いてくれる学生が多いもの
の、積極性に欠ける学生もいました。

　夏休みに向けて実習先を検
討している学生が多数参加し
ました。学生は会場内にある
適性検査コーナーをはじめ、
ハローワーク学生相談コー
ナー、個別相談コーナー等も
各自で利用。1人につき平均
で3.1社を訪問し、実際の仕
事やインターンシップの内
容、応募方法、就職に対する
心構え等を熱心に聞いていま
した。

学生の声



岐阜県インターンシップ推進協議会の歩み

平成17年 10月28日 岐阜県知事へ「岐阜県のインターンシップ推進に関
する要望」を提出

 12月20日 設立発起人会
平成18年   4 月21日 設立総会
 11月17日 第1回成果報告会
　　　　　　　　　　　   (会場：岐阜工業高等専門学校) 
平成19年   6 月20日 通常総会・講演会
 11月28日 第2回成果報告会 (会場：中部学院大学) 
平成20年   6 月18日 通常総会・講演会
 11月19日 第3回成果報告会 (会場：朝日大学) 
平成21年   6 月17日 通常総会・講演会
 11月18日 第4回成果報告会 (会場：岐阜経済大学) 
平成22年   6 月16日 通常総会・講演会
 12月 1 日 第5回成果報告会 （会場：岐阜聖徳学園大学）
平成23年   1 月 岐阜県より「インターンシップ推進強化事業」を受託
   6 月15日 通常総会・講演会
 11月30日 第6回成果報告会並びに第1回情報交換会
  （会場：東海学院大学）
平成24年   4 月 岐阜県より「インターンシップ推進強化事業」を受託
   6 月13日 通常総会・講演会
 11月28日 第7回成果報告会並びに第2回情報交換会
  （会場：東海学院大学）

　平成13年12月、「インターンシップ受入企業開拓
事業」が始まりました。厚生労働省の委託により、東
京経営者協会を中心とした全国の経営者協会等が4年
にわたって取り組んだ後、平成18年度からは地域の
特色を生かすために岐阜労働局（厚生労働省の地方機
関）が事業主体となり、岐阜県経営者協会が引き続き
運営してきました。
　また、岐阜県のインターンシップの効果向上と最適
化を図るために、県内の経済団体や学校等の個別の取
組を補強する中核組織を立ち上げようという機運が起
こり、平成18年4月、産学官の連携のもとに設立され
たのが当協議会です。
　これにより、若者が岐阜県内の産業や企業について
の理解を深め、就労を体験できるインターンシップの
機会を産学官が一体となって提供し、岐阜県の次代を

担う人材を育成していくための県内一本化の基盤が構
築されました。
　その後、岐阜県インターンシップ推進協議会と岐阜
県経営者協会のインターンシップ受入企業開拓事業
は、相互に補完しながら学校と企業の両輪となってイ
ンターンシップを推進してきました。しかし、平成
22年3月をもって厚生労働省の事業は終了となったた
め、当協議会がその事業趣旨を引き継ぎ、地域の主体
的取組として岐阜県内のインターンシップを推進して
います。
　平成23年と24年には、岐阜県より「インターンシッ
プ推進強化事業」を受託。各企業・団体とインターン
シップを計画する学生をつなぐために、様々な調査・
催しを行っています。

　当協議会では、大学生等のイン
ターンシップ受入事業所の情報を収
集し、一覧表や実施計画書で各学校
に配付することはもちろん、イン
ターネットでも情報を公開していま
す。ご登録は無料で、随時可能です
ので、希望される場合はお問い合わ
せください。
　また、すでにご登録いただいてい
る事業所には、毎年12月前後に次
年度のための「情報更新」をお願いし
ております。ぜひ引き続き登録・掲
載していただきますよう、よろしく
お願いいたします。

受入事業所としての
ご登録をお願いします。

岐阜県インターンシップ推進協議会
発　行／平成25年2月

事務局／〒500-8833　岐阜市神田町2-2　岐阜商工会議所ビル3F
TEL 058-267-0930　FAX 058-267-0931

URL　http://www.gifuken-internship.org　E-mail　info@gifuken-internship.org

岐阜県インターンシップ推進協議会は、岐阜県とともに岐阜県長期構想における「人材力底上げプロジェクト（地域で働く意欲を持つ
若者の育成）」に取り組んでいます。なお当協議会の活動は岐阜県の助成を受け、会員の会費と賛助金で運営しています。

岐阜県インターンシップ推進協議会は、
岐阜県の企業・団体でのインターンシップを希望する

学生の皆さんをサポートしています。

沿　　革


